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平成１５年 ７月 発行

（財）伏木富山港・海王丸財団
TEL 0766-82-5181
FAX 0766-82-5197

第８４号

６・７月の行事について

新規ボランティア養成訓練

５、６、７月に新規ボランティア養成訓
練を行いました。以下の１８名の方が参加
され訓練を無事終了されました。

筧 真帆 さん
赤岩 三千男 さん
小島 光司 さん
竹本 和矢 さん
本田 佑一 さん
前川 裕哉 さん
笠間 道友 さん
本波 佑太 さん
船見 駿 さん
岩崎 学 さん
橋本 暢 さん
佐渡 学 さん
山岸 幸枝 さん
笹島 由絵 さん
池畑 さゆり さん
平岡 代志美 さん
岡坂 真玄 さん
橘 規矩雄 さん

１４名が７月６日、３名が７月２０日の
総帆展帆に参加され、新たに海王丸ボラン
ティアとなりました。みなさん暖かく見守
って下さい。

６月１日（日） 総帆展帆③

雨天中止となりましたが、３５名の方が
集まられ、今後の展帆予定及び登しょう礼
についての意見交換を行いました。

雨の中お越し頂き、ありがとうございま
した。

６月８日（日） ｶｯﾀｰ･ｾｲﾘﾝｸﾞ教室

本年度第２回目のカッター・セイリング
教室が開催され、一般参加者に交じり、海

王丸ボランティア１１名が参加されまし
た。
第１回目の高澤さんに引き続き、二上さ

んがお嬢さんと参加され、親子仲良く楽し
まれました。
皆さん初めてのカッターによる帆走に、

子供のように目を輝かせていました。

６月１５日（日）、７月１３日（日）
登しょう礼練習 ①・②

７月２０日「海の記念日」の実施に向け
登しょう礼の練習を行いました。両日とも
参加予定５８名のうち４２名が参加されま
した。練習にも係わらず、来園者の熱い視
線を集め、確かな手応えをつかんだようで
す。活発な意見交換があり、皆さんの熱い
こだわりを感じました。

７月 ６日 総帆展帆④

横浜日本丸のボランティアを含め、１５
名の新ボランティアが参加され、活気のあ
る展帆となりました。そのうち１２名は富
山大原簿記法律専門学校の２０歳前後の学
生さん達です。みなさん張り切って新人の
方に指導されていたのが印象的でした。
海技の伝承をよろしくお願いします。

◆天候：曇り ◆参加人数９６名
◆展帆状態：スクエアヤーズ

７月２０日 総帆展帆⑤

蒸し暑い天候の中、パークフェスティバ
ルへ訪れた、たくさんの見学者に見守られ
ての展帆となりました。これからますます
暑くなります。安全を保つためには集中力
が必要です。皆さん日焼け対策、水分補給
をお忘れなく。

◆天候：晴れ時々雨 ◆参加人数９４名
◆展帆状態：スターボードタックシャープ
アップヤーズ
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登しょう礼について

７月２０日展帆前に登しょう礼を行いま
した。ヤード上参加者は５３名でした。前
年度より参加者が増え、見た目にも迫力の
ある登しょう礼になり、見学者の視線を集
めていました。練習の成果が発揮され、統
率のとれた見事な登しょう礼でした。次回
はさらに多くの方が参加されることでしょ
う。

ボランティア表彰について

７月２０日「海の記念日」、展帆終了後、
総帆展帆１００回参加の「海王賞」、総帆
展帆５０回または甲板作業２５０時間参加
の「紺青賞」の表彰が行われました。
受賞者は下記のとおりです。

海王賞（展帆） ８名
No.006 磯辺 富次 さん
No.012 伊東 可志郎さん
No.021 大屋 明 さん
No.111 宮越 謙三 さん
No.124 森田 恵子 さん
No.140 若林 邦男 さん
No.197 坂橋 誠 さん
No.203 虎谷 博 さん

紺青賞（展帆） ４名
No.267 酒井 聰 さん
No.409 高島 聖子 さん
No.416 吉田 勇一 さん

紺青賞（甲板） １名
No.059 玉井 文次 さん

記念品として海王賞受賞者には記念の楯
が、紺青賞受賞者には海王丸エムブレムが
贈られました。
１３名の皆様おめでとうございました。

これからもよろしくお願いします。

カッターレースの協力依頼について

８月３１日（日）海王丸パークにて第２
回カッターレースが開催されます。

今回もボランティアの皆さんにレースの
お手伝いをお願いいたします。
ご希望の方は返信はがきの短信欄にその旨
ご記入お願いします。

レース記録係：
レース記録の連絡・記録記載・表彰準備
など

応対受付係：
受付・来賓者対応、参加賞の配布など

チーム誘導係：
参加チーム誘導、会場案内など

また、昨年度はボランティア男性３チーム、
女性２チームが参加されました。今年は展
帆日などを利用して、練習を地道に続けら
れていますので上位入賞が期待できそうで
す。皆さんの手でレースを盛りたてて行き
ましょう。

SPLICING THE MAIN-BRACE

大気の流れについて（その３）

連載した「大気の流れ」について、今回
は最終回です。

Ⅰ．第３次の循環
これは皆さんが最も身近に経験する現象

ですが、たくさんありますので代表的なも
のを選んで紹介することにします。
（１）海陸風
海陸風とは天気の良い穏やかなときに海

岸地方でみられる風で、周期は規則正しく
繰り返します。中緯度では夏の晴れた日に
見られる局地風です。
海上の気温と陸上の気温が釣り合ってい

る日没後から午後１１時頃までは風のない
状態で、これを夕凪（ゆうなぎ）と言いま
す。やがて陸地では放射冷却が進みますが、
海上の気温はあまり下がらないので、陸地
の重い空気が海上へ流れ出し陸風となりま
す。海上の空気は弱い上昇気流となって、
上空では陸地の方へ向かい局地的な対流を
作ります。この陸風は日の出前後まで続き
ます。
その後、海上と陸地の気温が再び釣り合

って風が無くなり、朝凪（あさなぎ）とな
ります。日が高くなるにつれて陸地の気温
は次第に上がりますが、海上はあまり上が
りません。そのため陸地では上昇気流が起
こり、そこへ海上から風が吹き込んできま
す。これが海風であり、午前１０時頃から
吹き出して、午後１時頃最も強くなり、日
没頃まで続きます。
気温差は日中の方が大きいので海風の方

が強く、風速は５～６ｍ／ｓ程度で、陸風
はその半分の２～３ｍ／ｓ程度です。

海 陸 風
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（２）雷雨
雷雨は激しい上昇気流によって生じた積

乱雲が母体になっています。この積乱雲か
らはしゅう雨が降り、時にはひょうも降り
ます。また、雷鳴と電光が走り、激しい時
は落雷するのです。

雷は、その発生原因によって次の３つに
分けられます。
①熱雷：気温の高い夏の午後、強い日射し
によって地面付近の空気が暖められ、激し
い上昇気流が起こる時に発生するもので
す。
②渦雷：低気圧雷とも言い、低気圧や台風
の中心部に起こる激しい上昇気流によって
起こるものです。
③界雷：前線雷とも言い、寒冷前線では寒
気団が暖気団を激しく押し上げた時に起こ
ります。季節によって寒雷（冬）とか春雷
（春）というように、低気圧のよく発生す
る寒候期に多いものです。

雷 雨

雷雲は直径１０ｋｍくらいの小さなもの
で、観測もれをすることも少なくありませ
んが、雷雨が近づいてくると突風が吹き出
し、空がにわかにかき曇ったかと思うと閃
光が暗雲を走り、大粒の雨が勢いよく降っ
てきたり、また、雷雲が近づいてくると気
圧は徐々に下がっているですが、雨が降り
出す１０数分前に気圧が２～３ｈｐａ上が
り、その後また徐々に下がりだして雨にな
ることが多いことからも判断することがで
きます。

（３）竜巻
竜巻は強い雷雨に伴って起こりやすく、

発達しつつある低気圧中の強い寒冷前線や
スコールライン（不安定線、偽似前線：寒
冷前線に似た性質を持っているが、寒冷前
線を離れて暖域の中に侵入していくもの）
に起こります。台風にまさる風速（中心で
は１００ｍ／ｓを超える）と気圧が急に数
十ｈｐａも下がるので、中心に激しい吹き
込みがあり、漏斗（ろうと）状の雲を伴い
ます。規模は、ふつう直径２０～２００ｍ、
移動速度１０～１５ｍ／ｓ、高さ１０００
ｍ以下で、寿命は１０分以内です。

（４）フェーン
これは空気が上昇したり、下降したりす

る時の温度変化に関して、湿気を含んだ空
気と乾燥した空気では異なるために生じる
現象です。湿気を含んだ風が山を越す時、
山の風上で雲を生じ、雨や雪を降らせなが
ら山を登ります。このとき空気は湿潤断熱
減率（０．４℃／１００ｍ）で気温が下が
り、頂上に到達した風は湿気の抜けた乾い
た空気になっています。この風が風下の平
地に吹きおりてくる時には、乾燥断熱的に
昇温（１．０℃／１００ｍ）するので、山
を登る前より気温が上がることとなりま
す。
この風は、もともと北部アルプスのスイ

スやチロル地方の局地風のことを言ってい
ましたが、最近では同じ型の風について使
われています。
我が国でも中央に山脈が走っていて、フ

ェーン現象がよく起こり、山岳方面で雪崩
（なだれ）を起こしたり、日本海側の各地
に大火を何回も起こしています。発達した
低気圧が北緯４０度よりも北の日本海を通
り、太平洋側に高気圧がある時、本邦は低
気圧の暖域に挟まれ、温暖・多湿の強い風
が日本の脊梁（せきりょう）山脈に吹きつ
けるので、起こりやすくなります。特に春
先は、日本海を低気圧が発達しながら通る
ので、起こりやすい時期ですが、低気圧が
あまり沿岸に近いと、雨や雪を降らせるの
で乾燥状態にならず、フェーン現象は起こ
りません。

フェーン現象

参考：「海洋気象講座」

８・９月、１０月前半の行事予定

８・９月、１０月前半 総帆展帆

日 時： 平成１５年 ８月 ３日（日）
９月 ７日（日）

１０月 ５日（日）
10:00 ～ （受付は 9 時から）

場 所： 更衣：研修室
集合：第一教室

その他： 返信葉書に参加・不参加の記入
をお願いします。
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第２回海王丸カッターレース

日 時：８月３１日（日）（小雨決行）
０９：３０～１７：００

場 所：海王丸パーク内会場
レース種類：
一般の部 ４００ｍ回頭
女性の部 ４００ｍ回頭
中学生の部 ２００ｍ直進
児童の部 ２００ｍ直進

申込締切：７月３１日（木）
問い合わせ先：財団事務所まで

カッター・セイリング教室

６ｍカッターを使い、とう走・帆走訓練
を行います。一般参加の方と合同で実施し
ます。希望者は海事課までご連絡下さい。

日 時：１０月１８日（土）
０９：３０～１５：４５

費 用：小・中学生 一人２００円
高校生以上 一人４００円
（昼食代別）

イベント紹介

新湊まつり

８月２日（土）、３日（日）の両日、新
湊まつりが開催されます。

８月３日（日）の花火大会にあわせ、海
王丸に午後９時まで夜間乗船できます。

『昭和』大百貨展 in 海王丸パーク

日 時：９月１３日（土）～１５日（祝）

海王丸パークが昭和時代にタイムスリッ
プ！懐かしグッズが大集合します！

海王丸パーク写真コンテスト

２００４年海王丸カレンダー製作用に写
真コンテストを行います。平成１４年以降
に撮影したパーク及び海王丸の四季にわた
る写真を応募下さい。
問い合わせ先：財団事務所まで

危険予知トレーニング

以前、皆さんに展帆作業の中で「ヒヤリ」、
「ハッと」したことをアンケートしました。
これからのボランティア活動において安全

意識の向上、危険予知力を身に付けるため、
イラストを用いて危険予知をしていきたい
と思います。

どんな危険がひそんでいるでしょうか？
考えてみましょう。

答えは次号で！

（船員災害防止協会刊：商船ＫＹＴイラス
トシート集シート５より抜粋）

寄稿募集

皆さんの徒然なる思いを『舵輪』に載せ
てみませんか？寄稿が少ないのは、募集し
ていないからだと気が付きました。内容、
書式、字数ともに自由です。受付は随時、
締め切りは特にありません。皆さんの力で
『舵輪』はもっと面白くなります。
書いてみようと思われる方は海事課まで

ぜひご連絡下さい。

終わりに

「舵輪」を編集するにあたって、過去の
文面を読み返してみると、なんだか今の「舵
輪」は随分堅苦しいなぁと感じました。と
同時に自分でそうしていることに気付きま
した。帆船らしく創刊当初の自由な気風を
目指していきますので、皆さんよろしくお
願いします。

（めんたつ）


